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論文審査結果の要旨 

 本研究は，バイオフィードバック療法による睡眠時ブラキシズム（SB）の抑制効果を明

らかにし，睡眠の質やストレスに与える影響について検討することを目的としている．バ

イオフィードバック療法による SBの抑制には SleepGuardTM，睡眠検査には脳波計

SleepScopeを使用し，健康成人の被験者 10名（男性 5名，女性 5名，平均年齢 23.5歳）

に対し，連続した 3夜を 1クールとした合計 3クールの睡眠検査を行った．第１クールは

Baselineとして SleepScopeのみを使用し，睡眠時の脳波を測定，第 2，第 3クールは

SleepScopeによる脳波測定に加え，それぞれ SleepGuardTMのブラキシズム抑制音を On

（On群）と Off（Off群）とし，SBの回数と時間を測定した．第 2，第 3クールは On

群と Off群をランダムに 5名ずつ振り分けてクロスオーバー試験とした．また，各クール

最終日（3日目）の起床後に STAI-JYZの記入と唾液採取を行い，唾液中 CgA濃度とコル

チゾール濃度を測定した．3群間の比較には Friedman検定を行い，p値 0.05未満を有意

水準とした．なお，１名の被験者で測定装置の不備によりデータを除外したため，被験者

9名で SleepGuardTMのブラシキズム抑制効果について検討した． 

 その結果，Off群に比べ On群では有意に SB発生数の減少が認められ，唾液中 CgA濃

度は Baseline，Off群，On群の 3群間に有意差は認められなかったとしている．また，

唾液中コルチゾール濃度は On群が Off群や Baselineよりも高い値を示したものの，有意

差は認められず，STAI Y-1の値についての比較においても 3群間に有意差を認めなかった

としている．さらに，SleepScopeを用いた睡眠検査により，睡眠中の REM睡眠，ノンレ

ム浅睡眠，ノンレム深睡眠，中途覚醒のそれぞれの割合について比較検討した結果，すべ

ての睡眠段階において On群，Off群との間には有意差を認めなられなかったとしている． 

 以上の結果より，バイオフィードバック療法による SBの抑制は起床時のストレスの増

加につながるとの懸念があったものの，本研究の結果から SleepGuardTMによるバイオフ

ィードバック療法は精神的ストレスや睡眠の質に有意な影響を及ぼすことなく SBを抑制

できる可能性が示唆されたと結論づけている． 

 本研究は，夜間筋電図バイオフィードバック療法が睡眠の質および精神的ストレスに及

ぼす影響について検討したものであり，睡眠時ブラキシズムの臨床において非常に有意義

な論文である．公開審査における質疑に対しても適切に回答が得られたことから，本審査

委員会は学位論文として価値あるものと判断した． 

 


